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第
９
号 

 

平
成
二
六
年(

二
〇
一
四)

六
月
二
三
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口
正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
北
西
部
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 

文
殊
寺
の
幻
の
算
額 

  

去
る
四
月

二
十
三
日
、

美
里
町
や
、

と
き
が
わ
町

の
和
算
家
の

足
跡
を
訪
ね

た
際
、
熊
谷

市
野
原
の
文

殊
寺
に
も
立

ち
寄
り
ま
し

た
。 武

州
野
原

の
文
殊
寺
は
、

丹
後
の
切

戸
・
米
沢
の

亀
岡
と
並
ん
で
日
本
三
体
文
殊
と
し
て
有
名
と
い
う

こ
と
で
す
が
私
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

大
変
歴
史
の
あ
る
寺
院
で
す
が
、
そ
の
こ
と
は
さ

て
お
い
て
、
こ
の
寺
に
は
か
つ
て
算
額
が
懸
か
っ
て

い
た
と
言
い
ま
す
。
但
し
、
昭
和
十
一
年
八
月
の
本

堂
や
伽
藍
の
火
災
で
算
額
は
全
て
消
滅
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

文
献(

１)

に
よ
れ
ば
、
嵐
山
町
の
内
田
祐
五
郎
は

明
治
十
一
年
以
前
（
い
つ
か
不
明
）
に
文
殊
寺
に
奉

額
し
て
い
ま
す
。
ま
た
内
田
の
一
番
弟
子
で
滑
川
町

水
房
の
吉
野
米
三
郎
は
明
治
八
年
二
十
三
歳
の
と
き

に
奉
額
し
て
い
ま
す
。
内
田
と
吉
野
の
奉
額
し
た
算

額
が
同
じ
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
と
あ
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
野
口
泰
助
先
生
か
ら
頂
い
た
戸
根
木

格
斎
の
「
入
門
性
名
録
」（
複
写
）
に
は
、「
乙
丑
（
慶

應
元
年
）
仲
秋
杉
山
邑
内
田
祐
五
郎
」
の
個
所
に
、

「
野
原
文
殊
寺
掲
額
解
義
括
術
壱
冊
贈
」
と
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
前
述
の
算
額
と
は
別
の
算
額
に
つ
い
て

格
斎
が
解
説
し
た
も
の
を
祐
五
郎
に
贈
っ
た
と
い
う

こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

野
口
先
生
か
ら
は
他
に
、
明
治
二
十
四
年
に
茂
木

惣
平
美
雅
の
門
人
が
文
殊
寺
に
奉
納
し
た
算
額
の
控

（
複
写
）
を
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
の
算
額
の
問
題
は

『
埼
玉
の
算
額
』
に
載
っ
て
い
ま
す
が
、
門
人
名
は

略
さ
れ
て
い
ま
す
。
頂
い
た
資
料
に
は
門
人
三
十
名

と
発
起
人
二
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
資
料

は
先
生
が
昭
和
二
十
九
年
八
月
十
六
日
に
鯨
井
周
一

氏
宅
に
て
写
す
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
問
題
は
『
算

法
点
竄
指
南
』（
文
化
七
年
・
大
原
利
明
）
に
同
様
の

解
あ
り
、
と
あ
り
ま
す
。
確
か
に
調
べ
て
み
る
と
全

く
同
じ
問
題
が『
算
法
点
竄
指
南
』に
あ
り
ま
し
た
。

と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

茂
木
惣
平
の
門
人
た
ち
は
、『
算
法
点
竄
指
南
』
の
問

題
を
写
し
て
掲
額
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
例
に
上
里
町
の
丹
生
神
社
の
算
額
が
あ

り
ま
す
。 

（「
や
ま
ぶ
き
」
６
号
に
既
報
）。
珍
し
い
こ
と
で

は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

熊谷市野原の文殊寺 
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茂
木
惣
平
美
雅
は
御
正
村
（
後
の
江
南
村
）
樋
春

の
人
で
、
昭
和
十
三
年
時
八
十
四
歳
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
か
ら
、
安
政
元
年
頃
の
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
群
馬
県
間
々
田
の
斉
藤
四
郎
右
衛
門
か

ら
数
学
を
学
ん
だ
と
い
い
ま
す（『
埼
玉
県
数
学
者
人

名
小
辞
典
』）。
斉
藤
四
郎
右
衛
門
は
ど
の
よ
う
な
人

物
か
不
明
で
す
。 

最
後
に
、
文
献(

１)

の
吉
野
米
三
郎
の
記
述
の
中

に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

「
明
治
八
年
二
十
三
歳
、
大
里
郡
野
原
文
殊
寺
に

天
元
の
算
額
を
奉
納
し
た
。
図
を
書
き
彩
色
を
施
し

た
も
の
で
、
円
の
な
か
へ
円
を
容
れ
た
り
、
色
々
と

込
入
っ
て
居
た
。
米
三
郎
は
常
に
言
っ
て
居
た
が
、

文
殊
寺
に
は
算
者
の
額
が
幾
ら
も
あ
っ
た
。
自
己
の

額
の
傍
に
は
他
算
額
が
あ
っ
て
、
誤
り
が
書
い
て
あ

る
。
知
ら
ず
に
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
算
者
は

六
芸
の
一
に
通
ず
る
も
の
で
、
帯
刀
を
も
許
さ
れ
た

か
ら
、
己
は
百
姓
よ
り
も
算
者
を
以
て
身
を
立
て
ん

事
を
志
し
、
他
国
へ
修
行
巡
遊
し
、
上
州
か
ら
野
州

藤
岡
、
三
夜
様
ま
で
も
題
を
出
し
て
は
、
先
方
で
答

え
が
出
来
な
け
れ
ば
、教
え
も
し
て
、其
家
へ
泊
り
、

三
四
日
も
逗
留
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
」。 

若
い
頃
の
吉
野
米
三
郎
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
来
る

よ
う
な
文
章
で
す
が
、
そ
れ
と
と
も
に
文
殊
寺
に
は

こ
こ
に
述
べ
た
以
外
の
算
額
が
ま
だ
あ
っ
た
こ
と
も

わ
か
り
ま
す
。
そ
の
算
額
は
幻
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
す
。 

 

参
考
文
献 

 
(

１) 

三
上
義
夫
「
武
蔵
比
企
郡
の
諸
算
者
」（『
埼
玉
史
談
』 

1
9
4
0

年
9
月
、
10
月
） 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

    

 
 

秩
父
郡
横
瀬
町
の
大
越
数
道
軒 

  

大
越
数
道
軒（
？
～
明
治
二
十
六
年（
一
八
九
三
））

は
秩
父
郡
横
瀬
町
の
人
で
、
俗
名
を
大
越
芳
太
郎
正

義
と
い
い
ま
す
。明
治
初
年
の
人
で
、算
術
を
学
び
、

附
近
の
幼
児
の
む
し
歯
の
痛
み
を
算
盤
に
よ
っ
て
止

め
た
と
言
い
伝
え
が
あ
る
ほ
ど
算
術
に
精
通
し
た
と

い
わ
れ
ま
す
が(

参
考
文
献)

、
伝
系
な
ど
を
含
め
た

詳
細
は
不
明
で
す
。
む
し
歯
云
々
の
話
は
、
東
秩
父

村
の
豊
田
喜
太
郎
の
逸
話
（「
や
ま
ぶ
き
」
７
号
、
十

露
盤
で
倉
の
錠
を
開
け
た
と
か
、
馬
上
の
人
を
は
じ

き
落
と
し
た
）
に
も
通
じ
る
こ
と
で
、
天
元
術
な
ど

を
扱
っ
た
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
言
い
伝
え
や
逸
話
を

生
む
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

横
瀬
町
横
瀬

に
あ
る
墓
は
、

「
数
道
軒
大
算

芳
學
居
士
」
と

あ
り
、
台
石
に

は
「
算
術
」
の

文
字
と
と
も
に

百
名
以
上
の
門
人
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
門
人

の
育
成
に
努
力
し
慕
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

墓
の
左
側
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
歌
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
、
辞
世
の
歌
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。 
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楽
し
さ
は 

老
木
に
花
の 

こ
こ
ち
せ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

数
の
梢
に 

実
を
や
結
ひ
て 

  

秩
父
の
和
算
家
に
は
横
瀬
の
加
藤
兼
安
（
一
七
八

六
～
一
八
五
七
）、
上
田
野
の
笠
原
正
二
（
？
～
？
、

加
藤
の
門
人
）、
吉
田
村
の
山
口
杢
平
（
一
八
二
九
～

九
七
）、そ
れ
に
大
越
数
道
軒
を
知
る
に
止
ま
り
ま
す
。

資
料
（
史
料
）
は
共
に
少
な
い
で
す
が
、
数
道
軒
に

つ
い
て
は
特
に
少
な
く
、
こ
こ
に
記
し
た
以
外
は
不

明
で
す
が
、
墓
に
刻
さ
れ
た
文
字
を
知
り
得
た
こ
と

は
そ
れ
で
も
大
き
な
喜
び
で
す
。
台
石
に
刻
さ
れ
た

門
人
名
も
記
し
ま
す
。 

 

【
謝
辞
】
お
墓
の
拓
本
取
り
を
お
許
し
頂
い
た
大
越

輝
夫
様
に
深
謝
致
し
ま
す
。
ま
た
、
和
歌
を
解
読
し

て
頂
い
た
平
田
純
子
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

【
参
考
文
献
】『
秩
父 

武
甲
山
総
合
調
査
報
告
書
」
別
編

３ 

横
瀬
町
地
誌
』（
昭
和
62
年
3
月
25
日
発
行
）
ｐ
56 

 

  

        

                  

                            

（
台
石
向
か
っ
て
左
上
） 

門
弟 

山
田 

大
嶌
濱
太
郎 

大
ノ
原 

 

高
橋
勇
太
郎 

大
□
ヤ 

 

柿
堺
鶴
吉 

ヨ
コ
ゼ 

 

齋
藤
鷲
太
郎 

仝 
 

田
代
良
助 

仝 
 

浅
見
亀
吉 

仝 
 

齋
藤
泰
吉 

仝 
 

阪
本
久
作 

仝 
 

大
場
傳
造 

仝 
 

冨
田
酉
松 

仝 
 

町
田
小
太
郎 

仝 
 

本
橋
九
市 

仝 
 

荒
船
濱
太
郎 

山
田 

宮
下
惣
造 

ヨ
コ
ゼ 

 

嶌
田
茂
十
郎 

山
田 

若
林
倉
太
郎 

上
タ
ノ 

 

堀
口
丣
十
郎 

 

（
向
か
っ
て
右
上
） 

仝 
 

加
藤
平
吉 

坂
本  

田
中
藤
作 

当
村 

大
嶌
寅
次
郎 

仝 
 

関
根
□
□ 

仝    

阪
本
□
□ 

仝    

阪
本
半
□
□ 

仝    

黒
沼
高
次
郎 

大
ノ
原 

 

原
嶌
今
吉 

山
田  

大
嶌
福
枩 

ヨ
コ
ゼ 

 

桺 

多
作 

仝 
 

齋
藤
利
助 

山
田 

新
田
幸
作 

仝 
 

佐
藤
右
平 

山
田 

齋
藤
茂
作 

ヨ
コ
ゼ 

 

小
泉
彌
市 

坂
本  

鈴
木
源
作 

□
□
□ 

 

根
岸
利
一 

 

（
背
面
上
） 

仝 
 

原
嶌
伊
助 

皆
ノ 

関
口
鉄
五
郎 

ヨ
コ
ゼ 

 

冨
田
源
次
郎 

仝 
 

本
橋
作
次
郎 

仝 
 

小
泉
元
次 

仝 
 

大
野
倉
吉 

ク
ロ
ヤ 

町
田
儀
作 

山
田 

坂
本
喜
次
郎 

仝 
 

坂
本
□
吉 

仝 
 

吉
田
□
造 

ヨ
コ
ゼ 

 

町
田
寅
吉 

仝 
 

志
村
熊
太
郎 

仝 
 

小
泉
市
之
焏 

仝 
 

町
田
七
十
吉 

伊
古
田 

 

堀
口
艶
造 

上
田
ノ 

 

加
藤
清
三
郎 

山
田 

渋
谷
吉
次
郎 

 
仝 

 

青
木
宅
治 

ヨ
コ
ゼ 

 

町
田
勘
十
郎 

 

（
正
面
下
） 

門
人
□
世
話
人 

 

山
田 

内
田
鶴
吉 

 

仝 
 

浅
見
嘉
之
助 

 

仝 
 

中
嶌
周
太
郎 

 

本
村 

坂
本
金
兵
衛 

 

仝   

若
林
嘉
作 

 

仝    

加
藤
為
造 

 

太
田  

武
嶌
喜
内 

 

仝    

武
嶌
伊
之
吉 

 

大
宮 

岩
崎
佐
市 

 

本
村 

嶌
田
才
助 

 

仝    

荒
船
桂
造 

 

仝    

若
林
熊
太
郎 

 

仝    

若
林
幸
太
郎 

 

仝    

千
嶌
房
吉 

 

大
宮 

齋
藤
松
次
郎 

 

山
田 

大
嶌
米
三
郎 

 

本
村 

冨
田
丣
太
郎 

 

上
田 

町
田
勘
造 

 

（
向
か
っ
て
左
下
） 

栃
ヤ 

小
久
保
善
作 

本
村 

若
林
和
十
郎 

山
田 

阪
本
平
吉 

本
村 

小
泉
忠
次
郎 

仝 
 

桺 

儀
作 

仝 
 

浅
見
駒
太
郎 

仝 
 

冨
田
神
次
郎 

山
田 

大
嶌
増
吉 

仝 
 

阪
本
新
三
郎 

仝 
 

阪
本
鷲
蔵 

 

仝 
 

阪
本
亀
太
郎 

栃
ヤ 

斉
藤
萬
次 

山
田 

白
井
鍬
次
郎 

仝 
 

阿
保
字
重 

仝 
 

橋
本
丣
太
郎 

仝 
 

北
堀
桂
造 

 

（
向
か
っ
て
右
下
） 

本
村 

小
泉
鶴
作 

料
地
世
話
人 

    

小
峯
元
吉 

 
 

小
峯
森
造 

    

町
田
儀
助 

 
 

齋
藤
輝
之
助 

    

本
橋
森
造 

    

齋
藤
波
八 

發
起
人 

    

大
越
浩
齋 

    

齋
藤
愛
助 

    

小
峯
佐
吉 

    

甼
田
常
吉 

 

（
背
面
下
） 

名
附
子 

 
 

小
林
ト
ラ 

 
 

□
越
林
蔵 

 
 

木
橋
カ
□ 

 
 

仝 

ヒ
デ 

    

斉
藤
亀
吉 

    

仝 

□
□ 

    

仝 

濱
次
郎 

    

加
藤
峯
吉 

    

町
田
テ
ル 

    

仝 

廣
吉 

 
 

大
場
才
一 

 

（
台
石
正
面
上
） 
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【
野
口
文
庫
の
紹
介
】 

 

「
古
今
算
鑑
」 

 

『
古
今
算
鑑
』
は
内
田
恭(

五
観)

（
文
化
二
年
～

明
治
十
五
年
）
が
門
人
の
掲
額
し
た
算
額
問
題
を
集

め
た
も
の
で
す
。
乾
・
坤
の
二
巻
。
寸
法
は

15.8

×
22.8

㎝
。
乾
の
巻
は
二(
題
言)

・
三(

序)

・
六

(

叙)

・
二
十
一(

本
文)

丁
、
坤
の
巻
は
二
十
九
（
本

文
）・
二(

跋)

・
九(

広
告)

丁
。
天
保
三
年
（
一
八
三

二
）
の
刊
。
跋
は
日
下
誠
。 

内
容
は

積
分
を
使

っ
て
面
積

や
体
積
、

そ
れ
に
線

長
な
ど
求

め
る
求
積

問
題
で
、

ど
の
問
題
も
難
問
で
す
。 

下
表
に
本
書
の
掲
額
場
所
・
問
題
数
な
ど
の
一
覧

を
示
し
ま
す
。 

天
保
三
年
に
こ
の
書
物
を
出
版
し
た
と
き
内
田
は

二
十
七
歳
で
す
が
、
こ
の
書
物
の
先
頭
に
あ
る
文
政

三
年
の
武
州
大
宮
の
氷
川
神
社
に
七
問
の
算
額
を
奉

額
し
た
の
は
十
五
歳
の
時
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
内
容
は
楕
円
の
一
部
の
周
長
を
求
め
る

も
の
な
ど
高
度
な
も
の
で
す
。
被
積
分
関
数
を
級
数

展
開
し
て
項
別
積
分
を
行
う
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

内
田
は
当
代
一
流
の
数
学
者
で
す
。
十
一
歳
で
日

下
誠
の
門
に
入
り
、
十
七
歳
で
瑪
得
瑪
第
加
（
マ
テ
マ

チ
カ( M

athem
atica

＝
数
学)

）
塾
を
開
き
、
十
八
歳
で
関
流

宗
統
六
伝
を
授
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
宗
統
は
印
可
ま

で
の
五
免
許
を
受
け
た
人
か
？
）。可
な
り
早
熟
だ
っ

た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
天
保
二
年
二
十
六
歳
の
と
き

蘭
学
を
学
ぶ
為
に
高
野
長
英
に
入
門
し
て
い
ま
す
。

天
保
十
年
の
蛮
社
の
獄
で
長
英
が
入
牢
し
、
後
に
脱

獄
し
逃
亡
す
る
と
、
内

田
は
背
後
で
逃
亡
生
活

を
助
け
る
動
き
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は

「
蛮
社
の
獄
の
長
英
と

和
算
家
」
と
い
う
題
で

い
つ
か
は
ま
と
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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編
集
後
記 

和
算
家
の
石
碑
や
墓
碑
に
あ
る
文
字
を

調
べ
る
こ
と
は
、
少
な
い
資
料
を
補
う
意

味
で
大
事
な
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
写

真
に
撮
っ
て
も
風
化
し
た
り
し
て
い
て
読

め
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
拓
本
に
取

る
と
以
外
と
文
字
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

素
人
作
業
で
矢
嶋
久
五
郎
と
大
越
数
道
軒

の
墓
の
拓
本
を
取
ら
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
文
字
の
出
現
に
感
激
し
ま
し
た
。

残
念
な
の
は
、
異
体
字
や
く
ず
し
字
の
た

め
読
め
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
で
す
が
、

知
っ
て
い
る
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
め
げ
ず
に･･･

。 

伊藤慎平の墓 伊藤慎平の墓 伊藤慎平の墓 

場　　　所 題数 時　　期 掲額者

7 文政3年正月 内田恭

3 文政5年正月 堀猪平

東都麻布氷川明神社 3 文政5年正月 堀猪平

相州一之宮寒川明神社 3 文政5年5月 入澤新太郎

武州池上祖師堂 3 文政5年10月 木村亀五郎

豊後一之宮西寒多神社 3 文政6年9月 寺本與八郎

東都麹町平川天満宮 3 文政7年2月 深澤與市

相州大山不動堂 3 文政7年5月 村田長次郎

相州鎌倉鶴岡八幡宮 3 文政9年8月 宮井総兵衛

武州大師河原大師堂 3 文政10年3月 座間彦兵衛

讃州象頭山金昆羅社 3 文政10年10月 松山寿平

6 文政11年正月 小田切清十郎他

7 文政13年9月 武田量左衛門

長州萩宮市天満宮 3 文政11年9月 清水清十郎

長州一之宮住吉之神社 3 文政11年9月 山本源兵衛

越後古志郡蔵王権現社 3 文政12年3月 米持久米七

羽州山形鳥海月山両所之宮 3 文政12年9月 荒井政六

東都四谷潮踏観世音堂 5 文政12年11月 佐野忠七

加州一之宮白山比咩神社 3 文政13年正月 狩野榮太郎

能州一之宮氣多神社 3 文政13年正月 廣田八郎右衛門

武州目黒不動堂 3 文政13年9月 野村徳造

羽州置賜郡永井文殊堂 4 文政13年9月 高橋藤助

東都四谷天王社 5 文政13年11月 堀仲猪撰

計12面 85

武州一之宮氷川明神社

乾
之
巻

東都芝愛宕山

坤
之
巻


